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令和４年度第１回経済学研究科教育会議抄録  

 

日  時 令和４年４月１３日（水）１０時３０分～１１時２０分 

開催形態 オンライン（Zoom）開催 

出 席 者 米山研究科主任、松村、岡地、別所、丸川、小島、山本、白谷、大森、佐藤各委員 

欠 席 者 星研究科長、青山委員、久保川委員 

 

Ⅰ．報告事項 

１．令和４年度本研究科教育会議委員について 

  米山研究科主任から、新委員の紹介があった。 

２．教育運営委員会学部・大学院教育部会について 

  米山研究科主任から、３月７日（月）開催の教育運営委員会学部・大学院教育部会について、 

次のとおり報告があった。 

報告 No.１大学院入試システムについて 

工学系研究科の入試出願システムについて紹介があり、他研究科でも使用希望があれば申し出る 

ようアナウンスがあった。本研究科では、まずはシステム化していない社会人入試等について、 

2023 年度実施入試より導入できるか、本部を通じカスタマイズについて調整を行う予定。なお、 

導入する場合には、その翌年度より修士課程入試についても導入を検討し、システムの統一を 

図る。 

報告 No.４（１）来年度の授業関係について 

2022 年度の授業形態については、全学的に対面で実施できるよう、3 月中旬頃、学内の活動指針 

レベルを決定し通知する予定。これに関しては、3 月 28 日より本学の活動レベルが B から A に 

緩和された。また、基本的なコロナ対策（換気、マスク、手指消毒）を行っていれば、対面での 

実験や実習も問題ないこと、及び、積極的に対面実施とすることは、達成度調査結果に基づき学 

生のメンタル面に考慮した結果である、ことが付言された。 

 ３．大学院学生の入学について 

   米山研究科主任から、今年度の大学院学生の入学者数及び在籍者数について報告があった。 

 ４．学生の退学について 

   米山研究科主任から、学生の退学について報告があった。 

 ５．学生の在学期間延長について 

   米山研究科主任から、学生の在学期間延長について報告があった。 

 ６．学生の休学について 

   米山研究科主任から、学生の休学について報告があった。 

７．学位論文（課程博士）の審査委員会委員並びに主査の選出について 

   米山研究科主任から、審査委員会委員並びに主査の選出について報告があった。 

８．経済学研究科大学院担当発令取扱について 

   米山研究科主任から、経済学研究科大学院担当発令取扱の内容について報告があり、併せて 

コース内への周知依頼があった。 
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 ９．経済学研究科任期付教員、特任教員及び経済学研究科以外の教員が担当できる業務について 

   米山研究科主任から、経済学研究科任期付教員、特任教員及び経済学研究科以外の教員が担当 

できる業務内容についての報告があり、併せてコース内への周知依頼があった。 

   なお、経済学研究科以外の助教の業務について、今後、検討することとなった。 

 

Ⅱ．協議事項 

１．令和３年度第１１回本研究科教育会議抄録（案）について 

  原案のとおり議決した。 

 ２．先端経済国際卓越大学院修士課程短縮修了コースの審査結果について 

米山研究科主任から、先端経済国際卓越大学院プログラム（修士課程短縮修了コース）の 

審査結果について説明があり、原案のとおり議決した。 

 ３．学生の長期履修について 

  米山研究科主任から、博士課程学生３名、修士課程学生３名の長期履修について説明があり、申

請のとおり議決した。 

４．学位論文（課程博士）の審査の結果について 

  米山研究科主任から、１件の学位論文（課程博士）の審査結果について説明があり、出席した 

１０名の委員の合意により、博士（経済学）を授与することを議決した。 

 ５．令和３年１０月入学者等の指導教員決定手続きについて 

  米山研究科主任から、令和３年１０月入学者の指導教員決定手続き日程等について説明があり、

原案のとおり議決した。 

６．大学院担当教員について 

   米山研究科主任から、大学院担当教員１名の追加について説明があり、原案のとおり議決した。 

７．令和４年度授業科目の変更について 

   大森カリキュラム委員長から、令和４年度授業科目の変更について説明があり、原案のとお

り議決した。 

８．学生交流協定（大学間）に基づく特別聴講学生の受け入れ期間変更について 

  米山研究科主任から、2021.11.10 開催の教育会議において受入が承認となったが、コロナ感

染症の影響によりプログラムが中止となり、今回期間を変更して再度、申請があった旨の説明

があり、原案のとおり議決した。 

９．ウクライナ侵攻を受けた「学生・研究者の特別受入れプログラム」の学生募集要項案について 

  佐藤留学生委員長から、既存の外国人大学院留学生募集要項を基に適宜修正する形で募集要項案

を作成した旨の説明があり、原案のとおり議決した。 

  なお、本部を通じ応募があった場合には、まずは副研究科長２名で対応することが付言された。 

 

Ⅲ．その他 

１．入試説明会について 

米山研究科主任から、今年度の修士課程入学者向け説明会は5月11日（水）にオンラインにて 

開催すること、また、全体の説明会終了後のコース別説明会について、協力依頼があった。 

 ２．次回開催日程について 

   次回の開催日時について、５月２５日（水）１０時３０分からであることが確認された。 


